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一般質問 一般質問

組
み
を
考
え
て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
町
政
に
対
す

る
意
見
や
質
問
を
行
う
事
に

よ
り
、
社
会
や
、
地
域
、
政

治
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
若

い
町
民
と
し
て
の
自
覚
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

良
い
提
案
と
思
う
が
、

関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。

教
育
長

学
校
現
場
と
協
議
し
て

検
討
し
た
い
。

小
畠
バ
イ
パ
ス
の
第
二

工
区
と
さ
れ
た
区
間
の

今
年
度
予
算
は
い
く
ら
か
。

町
長

今
年
度
は
、
2
期
分

１
，
２
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間

の
変
更
事
業
説
明
会
と
用
地

測
量
を
計
画
。
予
算
は
２
，

０
０
０
万
円
で
あ
る
。　

地
権
者
に
対
す
る
説
明

会
は
い
つ
ご
ろ
開
催
予

定
か
。町

長  

変
更
事
業
説
明
会
を
8

月
下
旬
、
用
地
測
量
を
農
作

物
の
取
り
入
れ
が
終
了
し
た

後
に
行
う
予
定
。

か
つ
て
第
一
工
区
と
さ

れ
た
中
断
区
間
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

町
長

１
期
分
の
一
部
地
権
者

の
了
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
2
期
分

の
関
係
者
の
方
々
の
了
解
を

い
た
だ
く
こ
と
を
、
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
優
先
的
に

推
進
す
る
。

県
は
全
線
開
通
年
度
を

い
つ
ご
ろ
に
設
定
し
て

い
る
か
。

町
長

明
確
に
、
何
年
度
開
通

と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
と
も
、
早
期
の
完
成
を
県

に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

1.2km区間の用地測量を計画答

問

「
源
流
の
里
」
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
そ
の
成
果
は
。

町
長

集
落
毎
に
課
題
も
様
々

で
、
深
い
と
こ
ろ
で
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

維
持
・
再
生
に
つ
い
て
は
、

単
独
集
落
で
の
取
り
組
み
は

難
し
い
の
が
現
実
だ
。

具
体
的
な
再
生
は
。

町
長  

再
生
の
困
難
な
集
落
に

つ
い
て
は
、
生
活
保
障
に
つ

な
が
る
部
分
は
、
町
が
守
る

ＱＡ

答

問 源流の里の再生は

責
任
が
あ
る
。
福
祉
施
策
に

よ
る
対
応
が
必
要
。

　

再
生
可
能
な
地
域
は
、
地

域
再
生
事
業
な
ど
活
用
し
、

取
り
組
み
た
い
。

ト
マ
ト
の
栽
培
農
家
、

面
積
が
減
少
し
て
い
る
。

　

ト
マ
ト
団
地
を
造
成
し
、

全
国
か
ら
栽
培
農
家
を
募

り
、
国
の
産
地
指
定
の
基
準

で
あ
る
、
15
ｈ
ａ
を
目
標
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

本
町
の
既
存
の
補
助
制
度

を
組
み
合
わ
せ
ば
、
新
規
就

農
者
も
取
り
組
め
る
。
定
住

対
策
に
つ
な
が
る
農
業
振
興

在
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
﹁
未

来
創
造
支
援
事
業
﹂
の
取
り

Ａ

ＱＱ

Ａ

小畠バイパスの
進捗状況は

小畠バイパス

片山元八郎議員

Ｑ

Ｑ

Ａ

松本彰夫議員

さらなる対策を検討

Ｑ

ＱＡ
楽しい水あそび　ゆき保育所

町
長

町
民
・
事
業
者
・
行
政

と
３
者
が
一
体
と
な
り
、
地

球
環
境
の
保
全
と
環
境
問
題

の
住
民
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
く
。
環
境
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

豊
松
小
学
校
の
耐
震
補

強
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。教

育
長

６
月
補
正
で
調
査
設
計

費
と
整
備
工
事
費
を
上
程
し

て
い
る
。
可
決
さ
れ
れ
ば
早

急
に
発
注
す
る
。
夏
休
み
期

間
中
に
工
事
着
手
す
る
予
定

だ
。
ま
た
、
夏
休
み
後
も
工

事
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
授

業
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

内
部
工
事
か
ら
始
め
た
い
。

身
近
に
感
じ
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
と
し
て
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
学
校
行

事
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
、
自

主
放
送
の
基
本
的
な
計
画

は
。

町
長

基
本
的
に
は
、
運
営
会

社
が
行
っ
て
い
る
内
容
の
一

部
に
町
独
自
の
番
組
を
制
作

し
、
デ
ー
タ
ー
や
文
字
放
送

を
行
う
予
定
だ
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー

構
想
及
び
徴
収
業
務
の

強
化
の
進
捗
状
況
は
。

町
長

ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー

構
想
は
正
副
セ
ン
タ
ー
長
を

配
置
す
る
。
ま
た
関
係
団
体

と
構
成
す
る
推
進
会
議
を
設

置
し
、三
つ
の
事
業
を
行
う
。

　

徴
収
業
務
に
つ
い
て
は
、

嘱
託
職
員
に
よ
る
未
納
者
リ

ス
ト
の
作
成
な
ど
の
業
務
を

さ
せ
て
い
る
。

理
事

ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー

構
想
に
つ
い
て
は
、
こ
の
議

会
が
終
わ
り
次
第
実
行
に
移

し
た
い
。

産
直
市
場
の
中
で
、
か

な
り
の
損
失
を
出
し
て

い
る
公
社
が
あ
る
が
、
販
売

方
法
に
問
題
は
な
い
か
。
ま

た
こ
の
損
失
は「
誰
が
」「
ど

う
」責
任
を
と
る
の
か
。

　

町
の
改
善
策
は
。

町
長

５
０
０
万
円
余
り
の
損

失
が
で
て
い
る
。
原
因
と
し

て
は
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で

の
安
売
り
と
店
舗
前
で
の
長

期
工
事
に
よ
り
店
舗
販
売
が

20
％
ダ
ウ
ン
し
た
た
め
。
ま

Ｑ

答

問

公
共
施
設
及
び
小
水
力

発
電
設
備
な
ど
へ
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
計
画

は
。

町
長

今
年
度
、
公
共
施
設

へ
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

及
び
仁
吾
川
、
小
水
力
発
電

所
整
備
に
つ
い
て
、
調
査
を

行
う
。
各
関
係
機
関
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
実
現
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
。

エ
コ
な
ま
ち
づ
く
り

を
、
も
っ
と
推
進
す
べ

き
で
は
。

ＱＡ

答

問

Ａ

ＱＡＡ

ブライダルセンター構想
などの進捗状況は

と
し
た
従
業
員
の
意
識
改

革
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

売
上
増
と
賞
与
の
引
下
げ
が

必
要
。そ

の
他
に
店
外
出
店
の

一
回
あ
た
り
売
上
が
対

前
年
比
８
％
ダ
ウ
ン
し
て
い

る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
の

で
は
。
ま
た
体
質
改
善
の
時

期
で
は
。

副
町
長

基
本
的
な
議
論
を
し
、

経
営
検
討
委
員
会
に
か
け

る
。

家
畜
の
伝
染
病
の
口
蹄

疫
対
策
と
し
て
町
独

Ｑ

常勤のセンター長を配置
橋本輝久議員

新エネルギー導入への
取り組みは

仁吾川、小水力発電所整備
など調査

Ｑ

Ｑ

玉入れ（豊松地区）

Ａ

Ａ

Ａ

横尾正文議員

ＱＡ
油木百彩館市場

自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で

は
。

町
長

悪
性
伝
染
病
防
疫
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
対

応
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た

初
動
対
策
の
訓
練
な
ど

は
出
来
な
い
の
か
。

課
長

初
動
対
策
で
出
来
る
こ

と
は
や
っ
て
い
く
。

Ｑ

ＡＡ Ｑ

Ａ

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

団
地
の
造
成
に
向
け
現

た
人
件
費
の
増
。

　

改
善
策
は
、
店
長
を
始
め

Ａ
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